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　　春の樹木の生き様と観察　　（樹々の目覚め・芽吹き）
ＭＮＣ　児玉　勝久
　　樹木を観察するには、その季節に樹木はどのような生き様をしているのかを理解することが大切です。本資料では春の樹木の生き様と、観察のポイントをまとめました。

１．樹木の１年のライフサイクル。

・冬期　：低温期、樹木類は活動を停止しているように見えますが、寒さや乾燥に耐える対策をしていま
す。また、春に向け冬芽を目覚めさせます。冬芽の目覚めには一定の低温期が必須。（休眠打破）

・中冬～早春期：休眠から目覚めた冬芽は、気温の上昇に伴って成長を始め、やがて開花、あるいは葉の展開（展葉）を始めます。いつ開花や展葉するかは期の気温に左右されます。
・中春期：多くの樹木がこの時期に枝葉を展開し、花を咲かせ、交配して果実をつけます。

　　　　常緑樹では新しい葉の展開前後に古い葉の一部あるいは大部分を落葉し葉の入れ替えが見ら
れます。
・晩春～初夏期：枝葉の伸長を終えて葉は緑を濃くして行きます。日照時間が長く、適度な気温のこの
時期に樹木は光合成の最も盛んな時期と言えます。自身養分を蓄えると共に果実や種子を太ら
せます。また、この期に開花し、あるいは果実を成熟させる樹木もあります。（春材形成の期）
・夏期：この季節も前の季節に引き続き、光合成を行いますが、過度の暑さは光合成能力を低下させます。葉温を下げるため、葉の裏面の気孔からさかんに水分を蒸発させ、葉身の昇温を防ぎます。生成された養分は果実や種子を肥育させると共に、殆どの樹木で夏の終わり頃には次年度にそなえ冬芽を作る為にも使われます。
・秋期：日照時間が短くなり気温が下がってくるに従い、光合成能力が落ちて来ます。気温が低くなることで落葉樹では葉を落とす準備を始めます。この過程で葉の色が赤や黄色に色付きます。そして落葉、冬期に備えます。なお、気温の低下を感じて花芽を分化したり開花する種もあります。又、晩秋にはドングリの仲間やカエデの仲間等多くの樹木が果実を成熟させます。
　　　　・この期の終わりには冬芽（越冬芽）が完成しています。

２．春の樹木の生き様・・・冬芽の目覚めと展開

２－１．冬芽の展開の時期を決める要素・・・・冬芽は何を感じて目覚めるのか？
　　（冬芽：芽の生成は早いものでは５月、殆どの樹種では夏の終わりには完成されています。秋、樹の
葉で日照時間が短くなったことを感じて、芽にアブシジン酸を送り込み、休眠芽＝冬芽が形
成されます。休眠状態が解除されるには一定期間の低温状態が必要です。）

　　・休眠打破：冬芽の目覚める条件は低い温度とその期間　初冬～冬期の気温が影響します。
・例えば、ソメイヨシノ　・・気温５℃以下の期間が８００時間以上を要すると言われています。
　　　　　一般的には落葉広葉樹では　７℃以下の期間が８００～１０００時間必要とされます。

　　　　　（　ナシの場合は７．２℃以下の期間が８００時間以上必要との農事報告もあります。）
　　・休眠打破後の冬芽の成長はその後の気温に左右されます。特に２月、３月の気温が影響します。

　　　　ソメイヨシノの場合・・・３月の平均気温　（９～１０℃）を標準とすれば・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　１日の平均気温　５℃　　　０．３日分の成長速度となり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５℃　　３日分の成長速度となるとされています。
　　＊ソメイヨシの開花と冬季～初春の気温の関係　
　　　日本・本土の代表的な桜である「ソメイヨシノ」にはかっては日本列島を南から北へ咲き昇る、「桜前線」という言葉が存在していました。日本列島では初冬に冷え込み、中冬以降は南ほど気温が高くなることから桜は南から北へ咲昇りました。しかし、今日では地球温暖化や都市部のヒートアイランドといった気象要因から南から北への構図は崩れて来ています。ソメイヨシノの開花には２月、３月の（暖かい）気温以外にそれ以前の「休眠打破」に必要な低温期が必要ですが、地球温暖化の影響で九州や四国では１，２月の気温が高くなってきており休眠打破の時期が遅れて、開花も遅れ気味。一方、東京、名古屋、等都市部では２～３月の気温が高くなって来ていることが開花を早めて来ていると言われています。
＊休眠打破に必要な低温期（気温Ｘ期間）は樹木の南限を決める要素となっています。前記のソメ
イヨシノが、奄美大島や沖縄では咲かないのは休眠打破に必要な低温条件とはなり得ないからで
す。　　（　現在のソメイヨシノの南限は鹿児島県・種子島とされています。）
　＊なお冬期の一定の低温期間は樹木だけに必要なわけではなく、草本類でも種子の芽生え、球根類
の花芽形成に関しても必要です。

　　・春に発芽し、種子をつくる草本・・種子は夏期に休眠し、秋には発芽しない。寒さを感じ始めて発芽します。（休眠打破）。ただし、休眠打破されても全ての種子が発芽するわけではない。発芽には適度な気温の他、水、光　が必要です。条件が揃わないと何年でも休眠状態を保ちます。
　　・球根類・・チューリップ、ヒヤシンス等冬の寒さ（低温）を感じて花芽を分化します。（春化）
２－２．冬芽の展開の順序
　初春～春にかけて、気温が上昇するに従い休眠打破された「冬芽」は開花や、展葉を始めます。冬芽の展開の順序は樹種によって異なり、概ね下記のように整理できます。
＊葉芽の展開の前に花芽を展開・開花する種
　　・一般に早春に花をつける種の冬芽は花芽と葉芽に分かれています。

　　　桃、サンシュウ、コブシ、モクレン、ハルニレ、カツラ、マンサク、アオモジ、サクラ類（ヒカンザクラ、ソメイヨシノなど）、アーモンド・・・・・等

・コバノミツバツツジに関しては、花芽の少ない樹では葉と同時展開するケースもあります。
＊葉の展開前に花序・花穂が開花する種
　　・冬芽の形状が花序もしくは花穂状である種。
　　　ミツマタ、ジンチョウゲ
　　　ヤナギの仲間、カバノキの仲間　（花穂状：風媒花・早春に花粉を撒く。）
　　　ネコヤナギ、ヤマナラシ、ハンノキ、オオバヤシャブシ、イヌシデ(ヤマモモ)・・。
　　　落葉の針葉樹　　ヌマスギ、メタセコイア、イヌカラマツなど
　　　（以上の２形態の種の果実は昨年度伸張した枝につく。）
＊葉と花がほぼ同時に展開する種
　　・ヤマザクラ、クロモジ、ハナミズキ、ヤマボウシ等　
　　　　冬芽は花芽と葉芽に分かれています。
　　・エノキ,ムクノキ、　アラカシ等ドングリの仲間の一部　(　混芽と花芽、葉芽の区別は困難　)
　　　　　昨年枝の葉腋、新枝の基部に雄花序・先端近くに雌花（芽花序）のつくものが多い。

　　・ドウダンツツジ　（アオキ・・常緑）（　混芽、葉芽の区別困難　）

　　　　一個の頂芽から複数のシュートと花が同時展開する。花序は葉腋でなく、分枝基部からでる。
　　・タブノキ、ホソバタブ（常緑種であるが・・）
　　　　一個の頂芽から分枝したシュートを展開する。（　花は基部につく）
＊葉の展開後に花をつける種
　　　　トチノキ、マルバアオダモ、カナメモチ、（ユリノキ）、等
　　　　新枝の先に花をつける種、花期が遅いのはこのタイプの種
　　　　花や実は１年枝（新しく展開した枝）につく。
・常緑樹の冬芽の展開も上記の落葉樹の何れかのタイプの開葉をします。
３．花芽の展開
　＊春に開花する樹の花・・・２つのタイプがある。
　　・夏期に花芽を分化し休眠状態となり、冬季の「休眠打破」後に開花する種。
　　　「越冬芽」をもつ。　冬を越さないと開花しない。一斉開花し花期が短い。
　　・秋～初冬に花芽・蕾を分化し初冬～春に開花する種・・開花時期は秋・初冬の気温に左右される。　
　　　「越年芽」がつく。晩秋～初冬の気温が高いと年内に開花することもある。花期が長い。
　　　　　　　ツバキ、ウメ、ボケ・・・。
　＊一つの花芽から何個の花を展開するか？
　　１：１型　モモ、スモモ、カリン、モクレンの仲間等　多数
　　　　　　（　花柄は短く、大型の実がつく。）
　１：２～５個　サクラ、カイドウ、ツツジの仲間等　一般に花柄がある。
　　　　　　(　花柄は長く、果実は小型である。　)
　　１：１０～３０個　サンシュユやクロモジ、ダンコウバイ等クスノキ科の仲間。
　　　　　　（　花柄・果柄がある。　）

　　　多数の雄花　：　ヤナギの仲間、ブナ科、カバノキ科の雄花花序、花穂等
　
３－１．早春の花の構造
　　 ・普通花の構造は外側からガク、花弁、おしべ、めしべの順に配列するが、例外も多い。

　　・ミツマタ　　花弁がない、花に見えるのは顎筒で先は４裂する。ジンチョウゲも同じ。
　　・コブシ、タムシバ、ハクモクレン等花弁様の外の３枚がガクに相当、中の３、６枚が花弁に相当
するが区別が難しいので両者を合わせて、花被片という。（　内花被片、外花被片・・萼に相当　）
　　・ヤマボウシ、ハナミズキ：　花弁のように見えるのは苞（総苞）（実際の花は中央の球形のもの）
・サトイモ科の花：佛炎苞をもつ。ザゼンソウ、ミズバショウ、ウラシマソウ等
　　　　　　　　　　　　　ウラシマソウ：花序の付属体が覗く。

　　・キク科　：舌状花と筒状花が花床上に配列する。
　　・スミレの仲間（墨入れ形、拒をもつ）　
・マメ科の仲間　　蝶形花（竜骨弁１、翼弁２、旗弁２よりなる）
　
４．枝・葉の展開

４－１．葉芽の展開　

　＊短枝上の芽
　　　１個の芽から１枚の葉を出す　・・・・　カツラ（花が咲いた後、葉を展開）
　　　１個の芽から複数の葉を出す　・・・・　イチョウ、アオハダ、イヌカラマツ
　　　１個の芽から複数の葉と花を展開する・・・イチョウ、アオハダ

　　　サクラ（ソメイヨシノ等）は？　　　花の後または同時に、枝葉を伸ばす。
＊長枝の芽
　　　１個の芽から短い枝と多数の葉を展開する。　　　　　・・・・タラ、ハゼノキ等
　　　１個の芽から１本のシュートを展開し枝分かれしない種　・・・・　ブナ科等多数
　　　　　　（　鱗芽の場合は分枝の基部に芽鱗痕が残るのが特徴　）
　　　１個の芽から１本のシュートを展開し伸長過程で分枝する種　　・・・・ミツマタ
　　　１個の芽から枝分かれしたシュートを展開する種　　　　・・・・　タブノキ、ホソバタブ
            （　分枝部に芽鱗痕等が見られない　－　同時枝：主軸と側枝を同シーズンに伸ばす　）
　　　１個の芽から数本のシュートを展開する種　　・・・・　ドウダンツツジ、アオキ
　　　　　　（　花序も分枝基部から出るものがある。・・上記の２種　）

　　　１個の芽から短枝を展開する。

　　　　　　（　メタセコイア、ラクウショウ、ケヤキ等　）
　　＊裸芽の展開　：芽鱗痕は見られない。開葉形式は鱗芽と同様・さまざま。
＊ケヤキの展葉
　　　・花をつける枝葉（短枝）が先に開葉する。（葉のサイズは長枝葉より小さい。受粉と相関する？）

　　　・短枝の展開と同時に花も咲く。枝の根元に雄花、枝先に雌花がつく。

　　　・短枝の展開後に長枝の葉が展開する。なお、果実をつけなかった短枝は長枝化することもある。
　　　・短枝は秋に枝ごと葉と種子を付けて落ちる。
　
４－２．枝・葉の展開、伸長様式
　　新枝：３つのタイプの展葉、伸長の様式があります。
＊一斉開葉型：
ハルニレのようなニレ科、クヌギ、コナラ等のブナ科、トチノキのように芽が開いた後、わずか２、３週間程で新しい枝を伸ばし、すべての葉を開いてその年の体制を完成させ、それ以後はめったに新しい葉を開かない展開様式。（鱗芽の場合は当年枝の基部に芽鱗痕が見られる。）
＊順次開葉型：
前者とは逆に長期にわたって枝を伸ばし、葉を１枚づつ順々に開いていく様式。典型的な例はカバノ
キ科のケヤマハンノキやオオバヤシャブシなどで、４月上旬ごろに芽を開き、最初に１枚の葉が現れ、その葉が大きく広がると共に２枚目の葉が現れます。この間ほぼ１週間です。それ以後８～１０月頃まで葉を開け続けます。よく伸びる枝では、３０枚もの葉が開くことにもなります。

　（　一斉開葉型の樹木でも、若木や萌芽、徒長枝はこの形式をとります。クヌギ、コナラなど）
・中間型（一斉＋順次開葉型）：
１～数枚の葉が一斉開葉し、しばらくたってから新しいシュートを展開してゆく様式。
＊カツラの例―早春に短枝に１枚の葉が開きます。この葉は基部が心型で全体には丸型の葉となります。(短枝葉）　しばらくして、枝先からシュートが伸び対生する２枚の葉を順次展開してゆきます。
　この葉（長枝葉）は上記のものとは異なり基部が鋭形の葉となります。

・土用芽　：ラマスシュート　一斉開葉型の樹でいったん成長した枝先がら夏季にさらに一斉開葉状
枝葉を伸長する。　　コナラやクヌギの若い樹で良く見られる。
＊＊キョウチクトウ、ユーカリ等は冬芽を作らず、ほぼ年間を通じて葉を展開します。（南方系）

　　ヤマモモも冬芽をつくらない。枝葉の展開は結実後一斉開葉する。

４－３、枝の伸長様式
　＊基本的には樹木の冬芽は頂芽が大きく、優先的に伸長する。

　　・頂芽が優先して数年～数十年間伸びます・・・（頂芽優先樹種）

　　　　　樹形は円錐形となる　・・・　針葉樹　・・・・（単軸型伸長）
　　・ある程度の樹高までは頂芽が優先的に伸長します。

　　　　　殆どの樹種　・・・樹高が決まります。　　以後は仮軸型・・・横広がりの伸長に移行。
　　・側芽の伸長が優先する樹種・・・仮軸型伸長
　　　　　頂芽より側芽からのシュートが長く伸びる
　　　　　・頂芽が花芽となる樹種　・・・・　ハナミズキ、ヤマボウシ

　　　　　・頂芽の伸長が抑制される　・・・　イヌビワ、アカメガシワ
　・仮軸型伸長の樹木の特徴　・・枝が波状に横広がりとなります。
４－４．新葉展開時の落葉・・・古い葉が新葉と入れ替わる

・常緑樹では新葉・枝の展開に伴い旧葉の落葉が見られます。

　　　　樹種によって残留する葉の割合は異なります。２年枝以上の葉の残量を見ると・・。

　　　　スダジイ、クロバイ、ユズリハ（殆ど全部が交代、当年の葉がほぼ１００％　）

　　　　クスノキ　殆どの葉が交代、落葉時に紅葉する品種もある。落枝が見られる。
　　　　タブノキ（１年前の葉が５０％残る）

　　　　アカガシ（１年前の葉６０%、２年前の葉が３０％残る）、

　　　　ヤブニッケイ　（前年枝の葉を殆ど残す。２年前の枝で約半分が残る。）

　＊なお、常緑樹の落葉の割合は、樹の生育する環境によっても異なります。一般には日陰に生育する樹や、水分が得られやすい環境にある樹では前年枝の葉を残す割合が多くなる傾向があります。
４－５、新葉の展開時の紅葉
　　　アントシアニン系色素：紫外線対策及び蒸散抑制対策　

　　　　　　　　　　　　　　・カナメモチ、モミジの仲間

　　　　　　　　　　　　　　・クスノキ等、品種によって芽吹きの葉や枝の色が異なる！

　　　赤色の星状毛に覆われる：アカメガシワ、効果は上記と同じです。　
５．果実
花の後には結実、受粉から成熟までの期間は樹種によりいろいろ。散布の方式とも関連します。
春に果実を成熟する樹種は少ないが・・・・。
・晩秋に開花、結実する種　ナワシログミ、ビワ．ヤツデ、キヅタ　等　
・成熟の早い例　早春に開花、中春から晩春に果実を成熟させる種
　　ヤナギ（楊）の仲間、柳絮（りゅうじょ）：種子の風散布　　　ハルニレ、翼果：風散布
　バラ科、イチゴ類、サクラ類、
・２年性のドングリ類の果実。今年の開花後に成長を始めます。　

６．春の樹木観察のポイント等
　基本的には２～５項で記述した、樹木の生活、生き様の「春」の部を観察することになります。
６－１．冬芽の展開
　早春から中春にかけ、冬芽が展開し開花や若葉の芽吹きが観察される。芽を包む芽鱗の変化や脱落の様子、葉の展開の様子、芽吹き（冬芽からの）開花時期等が対象。
６－２．新葉・枝の展開と落葉
大部分の樹木の冬芽は４月中には展開し、日に日に緑を濃くしてゆきます。
　・新葉枝の展開の様子
　　　　一斉開葉、順次開葉、生長に伴い脱落する毛をもつ種もある。
　　　　托葉：新しい葉の展開と同時に脱落する種が多い・・・・ソメイヨシノ、ユリノキなど。

　・新葉の色の変化
　　　　開葉初期は赤味を帯びた葉が多い。（なぜ？）
　　　　また、成長に伴い脱落する毛を持つ種もある。
　・新しい枝の展開様式
　　　　単軸型の展開　　針葉樹、イチョウ、ポプラの仲間、若い木の枝
　　　　仮軸型の展開　　横広がりの樹形形成、成熟した樹木の樹冠部（ハナミズキ、イヌビワ）
　・照葉樹では新葉・枝の展開時、あるいは新葉の展開前に旧い葉を落とす現象が見られます。
　　　　樹種によって残留する葉の割合は異なります。
　　　　４－４．参照
　・不用となった枝を落とす・・・クスノキ

６－３．開花
一部の樹種を除いて春期は花の季節であり多くの花が観察できます。
　・両性花　（雄しべ、めしべを持つ）　バラ科等
　・両性花と雄花（同株・・イロハモミジ、カキノキなど）
　・雌雄異花
　　　同株　ブナ科、ヤシャブシ類、ナンキンハゼ、等
　　　異株　モチノキ科の仲間、ヤナギ科、イチョウ、カツラ、アオキ、等、
　・媒介法と花のつくり、（　蜜標等　―　ツツジの仲間、）
　・送粉者との共生関係、マルハナバチ　ー　ブナ科　
　　　　　　　　　　　　
６－４．昆虫などとの関わり
　・虫媒花の花の構造　：吸蜜にくる昆虫に如何に花粉を託すかの工夫がされています。
　　　　　　　　　　　　マメ科の花、キリの花など
　・昆虫と食草の関係　　　
　　　　　　　　　エノキ・・・・ゴマダラチョウ、オオムラサキ、テングチョウ、ヒオドシチョウ
　　　　　　　　　クスノキ・・・アオスジアゲハ　
　　　　　　　　　ツバキ・・・・チヤドクガ　　（　要注意　）
　　・マツ枯れ　　マツノザイセンチュウ　　マツノマダラカミキリが運ぶ。
　　・ブナ枯れ　　ナラ菌：カシナガ（カシノナガキクイムシ）によって運ばれる。　
大阪・神戸近辺でも被害が広がって来ている。

　　・マイマイガ　　決まった食草なし。大抵の樹木の葉を食べる。近年、各地で大発生が見られる。
　　・虫こぶ　　　　ニレハフクロフシ、クヌギハタマフシなど。
７．開花、展葉フェノロジー
フェノロジー（Phenology）　とは生物気象学と訳されていますが、季節の移り変わりに伴う動植物の行動や状況の変化を研究する学問。樹木の芽吹き、シュートの展開、開花、結実、落葉などは毎年周期的に繰り返されています。このような植物の成長の時間的、季節的なパターン（いつどのように起きるのか）をフェノロジー（植物季節）といいます。　　　「写真で見る植物用語より」　　　　　　　最近の異常気象は地球温暖化と関係があるのでは…と話題に上がりますが、例えば京都市の１３０年間にわたる気温の記録から最低気温の推移を見れば１９５０年以降、年々気温の上昇の傾向が認められると言われています。こういった気候の変化が、植物の成長にも大きく影響しているものと考えられています。例えばソメイヨシノの開花時期が毎年発表されますが年々早くなって来ている傾向にあります。・・・この変動も気候の変化を反映しているものと思われます。色々な樹木の葉の展開状況を調べ、それを毎年蓄積していけば地球温暖化の影響等、気象の長期的変化が植物に与える影響等が学術的に掌握できると考えられています。シニア自然大学校も５年前から京大・フイルド研とタイアップし「展葉フェノロジー」の観測を行ってきています。　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                            以上
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